
享
保
一
六
 
（
一
七
三
一
）
年
、
太
宰
春
台
（
延
宝
八
・
一
六
八
〇
～
 
 

延
事
四
二
七
四
七
）
 
は
、
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
を
刊
行
し
た
。
春
台
 
 

撰
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
 
（
以
下
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
）
は
、
頻
繁
に
版
 
 

を
重
ね
た
。
ま
た
、
刊
行
が
契
機
と
な
っ
て
、
孝
経
の
講
釈
や
考
証
、
 
 

婦
侠
の
業
が
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
移
し
い
数
の
版
行
の
主
流
は
『
孔
伝
』
 
 

（
1
）
 
 

で
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
中
期
以
降
の
孝
道
徳
は
『
孔
伝
』
を
基
に
構
築
 
 

さ
れ
た
、
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
 
 
 

『
孝
橙
』
に
は
、
古
文
と
今
文
と
の
二
種
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。
『
孔
 
 

伝
』
は
、
前
漢
の
孔
安
国
伝
と
称
さ
れ
る
古
文
の
注
で
、
春
台
に
よ
っ
 
 

て
校
訂
、
刊
行
さ
れ
た
。
古
文
と
今
文
は
、
分
章
の
仕
方
、
車
の
順
序
 
 

立
て
に
相
通
が
あ
る
が
、
経
文
の
内
容
に
大
差
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
 
 

こ
の
よ
う
な
見
解
か
ら
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
そ
の
も
の
は
、
さ
ほ
ど
研
 
 

究
の
対
象
に
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
刊
行
の
累
増
、
読
者
の
急
増
は
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
の
内
 
 

零
に
受
容
を
促
す
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
 
 

太
宰
春
台
撰
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
に
お
け
る
草
道
徳
 
 

－
 
 
『
第
七
 
孝
平
章
』
を
中
心
に
1
 
 

一
八
世
紀
中
期
以
降
の
草
道
徳
を
研
究
す
る
上
で
も
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
 
 

を
検
討
し
、
そ
の
内
寄
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
、
同
『
古
文
孝
経
国
字
解
』
を
中
心
 
 

資
料
に
し
て
、
太
宰
春
台
に
お
け
る
『
孔
伝
』
 
の
意
義
と
、
草
道
徳
と
 
 

を
検
討
す
る
。
方
法
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
春
台
の
思
 
 

想
的
立
場
や
問
題
意
識
と
い
う
観
点
か
ら
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
 
の
位
置
 
 

づ
け
、
お
よ
び
孝
道
徳
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
第
二
に
、
今
文
と
古
文
 
 

と
の
相
適
点
の
一
つ
、
分
螢
の
仕
方
に
着
目
す
る
。
今
回
は
、
「
庶
人
 
 

車
」
を
二
分
し
て
立
て
た
「
孝
平
尊
」
を
と
り
あ
げ
る
。
今
文
を
用
い
 
 

た
『
孝
経
正
義
（
膚
・
玄
宗
御
注
、
宋
・
耶
馬
疏
）
』
と
の
参
較
も
交
え
て
、
 
 

同
車
の
孔
伝
解
釈
を
考
察
し
、
「
孝
平
車
」
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
 
 

以
上
を
通
し
て
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
が
受
容
さ
れ
た
要
因
の
一
端
を
探
 
 

－
り
土
 
 

り
た
い
。
 
 

早
 
川
 
雅
 
子
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一
．
太
宰
春
台
に
お
け
る
 
『
古
文
孝
経
孔
子
伝
』
 
 

『
古
文
孝
経
孔
子
伝
』
刊
行
以
前
、
一
七
〇
〇
年
代
前
期
ま
で
の
『
孝
 
 

経
』
受
容
状
況
、
さ
ら
に
刊
行
の
経
緯
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

『
孝
経
』
 
は
、
焚
書
の
錐
に
遭
っ
た
後
、
前
漢
以
来
、
今
文
と
古
文
 
 

の
二
種
の
テ
キ
ス
ト
が
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
今
文
孝
経
』
 
に
は
 
 

後
漢
鄭
玄
の
注
、
『
古
文
孝
経
』
 
に
は
前
漢
孔
安
国
の
伝
と
称
さ
れ
る
 
 

注
と
の
二
注
が
あ
っ
た
が
、
唐
の
玄
宗
が
今
文
を
基
に
自
ら
注
し
た
 
 

『
御
柱
孝
経
 
（
明
皇
御
注
）
』
を
頒
布
し
て
以
降
、
二
注
は
振
る
わ
ず
、
 
 

五
代
十
国
の
時
代
に
亡
失
し
た
。
そ
し
て
、
宋
の
耶
馬
が
、
御
柱
に
 
 

依
っ
て
『
孝
経
正
義
』
を
作
る
に
至
り
、
『
御
往
事
経
』
が
主
流
に
な
る
。
 
 

『
十
三
経
注
疏
』
 
に
合
刻
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
 
『
孝
経
正
義
』
 
で
 
 

あ
る
。
著
者
に
つ
い
て
は
、
孔
子
自
作
、
曽
子
説
の
ほ
か
、
曽
子
門
流
 
 

説
、
漢
儒
説
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
近
世
日
本
で
は
哲
子
門
流
説
が
一
般
 
 

（
3
）
 
 

だ
っ
た
。
焚
焼
、
二
注
の
亡
失
、
ま
た
著
者
不
詳
な
ど
の
理
由
か
ら
、
 
 

『
孝
経
』
 
に
は
多
く
の
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
 
 

う
ち
最
も
大
胆
な
校
訂
が
、
未
煮
『
孝
軽
刊
誤
』
 
で
あ
る
。
 
 
 

日
本
へ
の
伝
来
は
古
く
、
七
五
七
年
実
施
の
養
老
律
令
の
学
令
で
 
 

T
エ
 
 

は
、
鄭
注
・
孔
伝
の
二
注
を
必
須
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
後
、
注
釈
は
 
 

『
御
注
孝
経
』
 
に
変
更
さ
れ
、
二
注
は
、
孔
伝
は
許
さ
れ
た
も
の
の
、
 
 

公
的
に
は
廃
さ
れ
た
。
近
世
、
後
陽
成
天
皇
の
 
『
勅
版
古
文
孝
経
』
 
 

（
一
五
九
七
年
－
）
 
か
ら
、
『
孝
経
』
刊
行
が
始
ま
る
。
当
初
の
刊
本
 
 

に
は
、
米
案
『
孝
経
刊
誤
』
、
元
の
童
鼎
に
よ
る
そ
の
注
『
孝
軽
大
義
』
 
 

が
多
く
、
孔
伝
は
後
儒
の
偽
作
説
が
出
る
ほ
ど
に
評
価
は
低
か
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
春
台
は
 
『
古
文
孝
経
孔
子
伝
』
を
世
に
出
 
 

す
。
そ
の
序
文
に
日
く
、
 
 

自
二
程
至
未
煮
氏
、
皆
疑
孝
経
以
為
後
人
所
偽
作
。
末
子
又
妄
改
 
 

易
本
経
篇
車
、
著
為
桂
一
章
伝
十
四
費
、
且
剛
去
其
本
文
二
百
 
 

鯵
。
・
‥
自
足
以
来
学
末
子
者
挙
不
信
孝
経
、
塾
師
不
以
為
政
、
至
 
 
 

令
童
子
輩
目
勿
見
孝
経
。
悲
夫
先
王
之
道
莫
大
於
孝
、
仲
尼
之
教
 
 

莫
先
於
孝
。
 
 

春
台
は
、
悲
憤
す
る
。
二
程
子
か
ら
束
子
に
至
り
、
孝
経
を
後
儒
の
 
 

偽
作
か
と
疑
い
だ
し
た
。
そ
の
結
果
、
末
子
は
、
で
た
ら
め
な
校
訂
改
 
 

編
、
か
つ
二
百
字
余
り
の
本
文
剛
除
の
妄
行
の
果
て
、
『
孝
経
刊
誤
』
 
 

を
著
す
こ
と
さ
え
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
束
子
を
学
ぶ
者
は
 
 

挙
っ
て
孝
経
を
信
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
影
響
は
つ
ま
ら
ぬ
塾
の
 
 

師
匠
に
ま
で
及
び
、
彼
ら
は
孝
経
を
教
え
と
は
せ
ず
、
童
子
の
目
に
触
 
 

れ
さ
せ
ぬ
よ
う
に
し
た
、
と
。
 
 
 

春
台
に
よ
れ
ば
、
孝
は
先
王
の
道
の
最
重
要
に
し
て
、
孔
子
の
教
え
 
 

の
本
元
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
古
文
孝
経
孔
子
伝
』
 
こ
そ
が
、
孝
を
最
 
 

も
正
確
に
数
え
る
テ
キ
ス
ト
だ
と
断
言
す
る
。
序
文
に
は
、
写
本
で
伝
 
 

わ
る
孔
伝
を
検
討
し
た
結
果
、
「
孔
伝
は
、
孔
安
国
が
作
す
所
疑
い
な
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し
」
と
確
定
し
、
時
と
人
を
経
て
伝
わ
る
孔
伝
写
本
を
収
集
、
諸
淀
も
 
 

、
・
い
山
 
 

参
較
し
な
が
ら
校
訂
を
重
ね
刊
行
し
た
、
と
あ
る
。
こ
う
し
て
、
中
国
 
 

で
亡
失
し
た
孔
伝
は
、
近
世
の
日
本
で
太
宰
春
台
に
よ
っ
て
世
に
出
さ
 
 

れ
る
に
至
っ
た
。
 
 
 

春
台
に
お
け
る
孝
経
の
位
置
づ
け
は
、
『
聖
学
問
答
』
 
に
記
さ
れ
た
 
 

次
の
一
文
が
手
が
か
り
に
な
る
。
 
 

孔
子
ヲ
信
ジ
タ
マ
ヘ
ト
ナ
リ
。
孔
子
ヲ
信
ゼ
バ
、
只
六
経
・
論
語
・
 
 

孝
軽
ヲ
熟
読
シ
テ
、
後
備
ノ
注
解
ヲ
侍
マ
ズ
、
只
本
文
二
就
テ
、
其
 
 

、
、
い
■
 
 

旨
ヲ
求
ム
ベ
シ
。
 
 

『
聖
学
問
答
』
（
以
下
『
聖
』
、
一
三
一
員
）
 
 

学
者
が
心
を
確
か
に
定
め
る
た
め
の
三
つ
の
要
訣
、
信
・
断
・
勤
の
 
 

第
一
、
信
の
説
明
で
あ
る
。
学
を
志
す
者
は
、
何
よ
り
も
先
ず
孔
子
を
 
 

深
く
篤
く
信
じ
、
六
経
・
論
語
・
孝
経
を
熟
読
せ
よ
と
い
う
。
『
聖
学
 
 

問
答
』
は
、
初
学
に
便
す
る
た
め
に
国
字
で
書
か
れ
た
一
編
で
、
必
読
 
 

の
教
典
と
し
て
、
六
経
・
論
語
・
孝
経
の
三
点
を
、
必
ず
こ
の
順
で
挙
 
 

げ
て
い
る
。
 
 
 

『
古
文
孝
経
』
 
は
、
経
文
の
文
字
数
一
八
六
一
字
と
、
六
経
や
論
語
 
 

に
比
べ
て
分
量
が
少
な
い
上
に
、
そ
の
主
題
は
孝
に
絞
ら
れ
て
い
る
。
 
 

前
掲
の
序
文
で
、
塾
の
師
匠
が
童
子
に
孝
経
を
見
せ
な
い
よ
う
に
な
っ
 
 

た
と
嘆
じ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
一
文
を
敢
て
序
文
に
記
し
た
の
は
、
 
 

本
来
は
童
子
か
ら
孝
経
を
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
意
図
の
表
れ
と
も
取
れ
 
 

る
。
確
か
に
、
簡
潔
な
分
量
や
主
題
は
、
童
子
の
教
材
と
し
て
相
応
し
 
 

く
、
初
学
の
入
門
書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
入
門
書
は
、
学
ぶ
内
容
が
コ
 
 

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
、
上
の
段
階
へ
進
む
手
引
き
で
も
あ
る
。
春
 
 

台
に
お
い
て
、
孔
子
の
教
え
の
本
元
で
あ
る
孝
が
集
約
さ
れ
、
ま
た
、
 
 

論
語
か
ら
六
経
へ
と
進
む
た
め
の
基
礎
作
り
を
す
る
初
学
必
読
の
書
、
 
 

そ
れ
が
 
『
古
文
孝
経
孔
子
伝
』
だ
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
春
台
は
、
「
経
世
済
民
」
 
の
学
と
し
て
の
狙
彿
学
の
継
 
 

承
者
を
自
認
し
て
い
た
。
孔
子
の
教
え
と
は
、
先
王
の
道
を
正
し
く
伝
 
 

え
る
教
え
で
あ
り
、
「
天
下
ヲ
治
ム
ル
道
」
、
「
世
ヲ
経
シ
テ
民
ヲ
済
フ
 
 

へ
7
）
 
 

道
」
 
で
あ
る
。
春
台
に
と
っ
て
、
『
孔
伝
』
は
天
下
を
治
め
る
道
が
説
 
 

か
れ
た
経
典
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
孔
伝
』
 
は
 
 

天
下
を
治
め
る
道
と
い
う
観
点
か
ら
校
訂
さ
れ
、
そ
こ
で
説
か
れ
る
孝
 
 

は
、
天
下
を
治
め
る
道
と
し
て
の
み
意
義
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
も
っ
 
 

と
も
、
『
孔
伝
』
は
入
門
書
で
あ
り
、
「
聖
人
ノ
経
済
ハ
、
六
経
二
載
テ
 
 

（
8
一
 
 

昭
々
タ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
格
的
な
道
は
専
門
の
経
典
で
学
べ
ば
 
 

よ
い
。
で
は
、
天
下
を
治
め
る
道
と
し
て
の
孝
の
意
義
は
な
に
か
。
 
 
 

『
古
文
孝
経
国
字
解
』
 
（
以
下
、
『
国
字
解
』
と
略
）
 
で
は
、
「
開
票
明
 
 

義
章
第
こ
 
の
冒
頭
「
子
日
、
参
、
先
王
有
至
徳
要
道
、
以
訓
天
下
」
 
 

を
、
次
の
よ
う
に
講
釈
す
る
。
 
 

聖
人
天
ニ
ダ
ガ
ハ
ザ
ル
ノ
教
ヲ
立
テ
テ
コ
レ
ヲ
道
卜
云
。
故
二
道
 
 

ヲ
身
二
行
フ
ト
キ
ハ
、
言
オ
ノ
ッ
カ
ラ
順
ニ
シ
テ
、
行
ヒ
オ
ノ
ツ
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カ
ラ
正
シ
。
署
ニ
ッ
コ
フ
マ
ツ
レ
ハ
、
オ
ノ
ッ
カ
ラ
忠
ア
リ
。
父
 
 
 

ニ
ッ
コ
フ
マ
ツ
レ
ハ
、
オ
ノ
ッ
カ
ラ
孝
ナ
リ
。
朋
友
卜
交
テ
オ
ノ
 
 

ッ
カ
ラ
信
ア
リ
。
物
こ
応
シ
テ
オ
ノ
ッ
カ
ラ
治
マ
ル
。
 
 

『
孝
経
』
 
は
、
孔
子
が
弟
子
の
曽
子
に
孝
を
説
い
て
聴
か
せ
る
、
と
 
 

い
う
形
式
で
記
述
さ
れ
る
。
孔
子
は
、
「
先
王
に
は
至
徳
要
道
の
通
が
 
 

有
る
」
と
曽
子
に
語
り
か
け
、
講
説
の
口
を
開
く
。
そ
の
「
要
道
」
、
 
 

す
な
わ
ち
孝
の
解
釈
で
あ
る
。
 
 
 

春
台
に
よ
れ
ば
、
草
道
と
は
、
聖
人
 
（
先
王
）
 
が
天
の
道
に
拠
っ
て
 
 

立
て
た
道
、
先
王
の
道
で
あ
る
。
そ
れ
を
教
え
と
い
う
の
は
、
道
は
言
 
 

辞
を
用
い
て
表
さ
れ
て
い
る
の
で
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
 
 

る
。
遣
を
学
び
行
え
ば
、
自
分
の
も
ち
ま
え
の
資
質
が
、
何
時
も
間
遠
 
 

い
な
く
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
道
は
教
え
で
も
あ
 
 

る
。
 
 
 

、
 

引
用
で
は
道
を
身
に
行
う
と
、
「
言
オ
ノ
ッ
カ
ラ
順
ニ
シ
テ
、
行
 
 

ヒ
オ
ノ
ッ
カ
ラ
正
シ
」
、
と
い
う
。
そ
れ
を
行
う
と
言
行
が
正
し
く
な
 
 

る
の
だ
か
ら
、
こ
の
道
は
我
が
身
の
行
い
を
正
し
く
す
る
、
つ
ま
り
、
 
 

我
が
身
を
修
め
る
教
え
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
引
用
の
後
半
、
「
君
ニ
 
 

ッ
コ
フ
マ
ツ
レ
ハ
」
で
始
る
件
で
も
、
道
を
身
に
行
え
ば
君
に
事
え
て
 
 

忠
、
父
に
事
え
て
孝
、
朋
友
と
交
り
て
信
あ
り
と
説
く
。
造
に
法
れ
 
 

ば
、
他
者
に
対
す
る
我
が
身
の
行
い
は
自
ず
か
ら
正
し
く
治
る
と
い
う
 
 

の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
の
道
も
我
が
身
の
行
為
を
正
す
教
え
で
あ
る
。
こ
 
 

の
よ
う
に
草
道
は
、
基
本
的
に
は
、
身
を
正
し
、
身
を
修
め
る
教
え
な
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

先
王
の
道
の
体
系
に
お
い
て
、
身
を
修
め
る
数
え
は
天
下
を
治
め
る
 
 

道
の
基
礎
を
成
す
。
 
 

先
王
ノ
道
ト
イ
フ
ハ
、
古
ノ
帝
王
ノ
天
下
ヲ
治
メ
タ
マ
ヘ
ル
道
ナ
 
 

リ
。
孔
子
ノ
人
二
教
ユ
タ
マ
ヘ
ル
モ
、
此
道
ナ
リ
。
…
大
ナ
レ
バ
 
 

天
下
ヲ
治
メ
、
次
二
小
ナ
レ
バ
国
ヲ
治
メ
、
次
二
小
ナ
レ
バ
家
ヲ
 
 

治
ム
。
皆
此
道
ナ
リ
。
家
ノ
本
ハ
身
ナ
ル
故
ニ
、
家
ヲ
治
メ
ン
ト
 
 

（
『
聖
』
一
二
二
頁
）
 
 

テ
ハ
、
先
ソ
ノ
身
ヲ
治
ム
。
 
 

確
か
に
、
天
下
を
治
め
る
道
は
、
民
を
安
ん
ず
る
道
で
あ
る
。
し
か
 
 

し
、
天
下
を
治
め
、
民
を
安
ん
ず
る
主
体
、
春
台
に
お
い
て
は
民
の
上
 
 

に
立
つ
為
政
者
・
士
が
、
自
ら
の
拠
っ
て
立
つ
基
を
固
め
ね
ば
、
業
を
 
 

遂
げ
る
こ
と
な
ど
到
底
で
き
な
い
。
そ
の
基
と
は
我
が
身
で
あ
り
、
我
 
 

が
身
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
職
務
を
果
た
し
て
俸
禄
を
守
り
、
 
 

家
を
治
め
保
つ
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
士
分
の
者
そ
れ
ぞ
れ
が
職
務
 
 

を
果
た
す
こ
と
は
、
国
が
治
ま
る
要
件
で
あ
り
、
平
天
下
に
通
ず
る
。
 
 

身
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
下
を
治
め
る
道
に
参
画
し
て
い
る
と
 
 

い
っ
て
も
よ
い
。
だ
か
ら
、
身
を
修
め
、
家
を
治
め
、
国
を
治
め
る
こ
 
 

と
は
、
み
な
天
下
を
治
め
る
道
に
準
ず
る
。
こ
う
し
て
、
我
が
身
を
修
 
 

め
る
こ
と
が
、
先
王
の
道
を
実
現
す
る
第
一
歩
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
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春
台
に
お
い
て
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
は
、
初
学
必
読
の
経
典
で
あ
り
、
 
 

身
を
修
め
る
数
え
を
伝
え
、
天
下
を
治
め
る
道
の
基
礎
を
固
め
る
経
興
 
 

と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
、
春
台
の
時
代
、
天
下
を
 
 

治
め
る
道
を
記
す
経
興
と
い
え
ば
、
『
大
学
』
 
が
挙
げ
ら
れ
た
で
あ
ろ
 
 

う
。
な
る
ほ
ど
、
『
大
学
』
 
八
条
目
も
、
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
 
 

下
の
四
条
目
で
は
、
修
身
が
平
天
下
に
通
ず
る
と
説
く
。
し
か
し
、
修
 
 

身
に
先
だ
っ
て
、
格
物
・
知
致
・
正
心
・
誠
意
の
四
条
目
が
あ
る
。
春
 
 

台
の
学
問
は
、
天
下
を
治
め
る
道
の
他
に
は
な
い
。
彼
に
と
っ
て
、
 
 

「
先
王
ノ
天
下
ヲ
治
タ
マ
フ
ニ
、
…
心
ヲ
治
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
」
 
（
『
聖
』
 
 

一
〓
ハ
頁
）
 
と
、
天
下
を
治
め
る
道
に
心
の
修
養
は
存
在
し
な
い
の
で
 
 

あ
る
。
格
物
・
知
致
・
正
心
・
誠
意
の
四
条
日
は
、
心
の
修
贅
、
い
わ
 
 

ゆ
る
「
心
法
」
に
関
わ
る
か
ら
、
全
く
必
要
は
な
い
。
身
を
修
め
る
数
 
 

え
を
伝
え
る
『
孝
経
』
 
こ
そ
が
、
天
下
を
治
め
る
道
を
正
確
に
記
し
て
 
 

い
る
こ
と
に
な
る
。
春
台
の
な
か
で
は
、
『
孝
経
』
 
に
 
『
大
学
』
 
に
代
 
 

わ
る
経
興
と
い
う
役
割
を
拒
わ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
、
と
も
考
え
ら
れ
 
 

る
。
 
 

こ
．
修
身
と
愛
敬
 
 

『
今
文
章
経
』
と
『
古
文
孝
経
』
と
の
主
な
相
違
は
、
分
草
の
仕
方
、
 
 

車
の
順
序
立
て
に
あ
る
。
【
表
】
 
は
、
両
テ
キ
ス
ト
の
車
立
て
を
対
照
 
 

さ
せ
、
加
え
て
、
古
文
各
章
の
概
要
、
ま
た
は
要
点
と
な
る
語
句
を
ま
 
 

と
め
た
も
の
で
あ
る
 
（
概
要
は
『
国
字
解
』
 
に
よ
る
）
。
な
お
、
『
孝
 
 

経
』
の
車
名
は
後
儒
の
作
為
と
て
録
さ
な
い
刊
本
も
あ
る
が
、
以
後
の
 
 

【
表
】
今
文
章
経
と
古
文
孝
経
の
章
立
て
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論
述
の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
両
テ
キ
ス
ト
と
も
に
車
名
を
用
る
こ
と
に
 
 

し
た
。
 
 
 

分
章
の
仕
方
の
相
通
と
い
う
の
は
、
今
文
の
一
章
を
分
割
し
て
、
別
 
 

の
章
を
立
て
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
今
文
「
第
六
 
庶
人
 
 

車
」
を
二
分
し
て
、
「
第
七
 
孝
平
車
」
を
立
て
、
同
「
第
九
 
聖
治
車
」
 
 

を
三
分
し
て
 
「
第
十
一
父
母
生
横
車
」
、
「
第
十
二
 
孝
優
劣
車
」
を
 
 

（
9
）
 
 

立
て
て
い
る
。
ま
た
、
「
第
十
八
 
開
門
章
」
は
、
古
文
に
の
み
存
在
 
 

し
、
今
文
で
は
後
儒
の
偽
作
と
し
て
除
か
れ
た
。
こ
う
し
て
、
古
文
の
 
 

章
立
て
は
、
今
文
一
八
草
よ
り
よ
り
四
章
多
い
、
二
十
二
章
と
な
っ
 
 

た
。
 
 
 

ま
た
、
章
の
順
序
立
て
と
は
、
「
感
応
章
」
 
の
章
順
を
指
す
。
古
文
 
 

で
は
、
「
広
至
徳
章
」
と
「
広
揚
名
車
」
の
間
に
挟
ま
れ
、
今
文
で
は
「
広
 
 

重
徳
車
」
「
広
揚
名
車
」
「
諌
争
車
」
 
の
後
に
置
か
れ
る
。
 
 
 

ち
な
み
に
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
 
の
刊
行
以
前
に
、
『
古
文
孝
経
』
を
 
 

用
い
た
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
中
江
藤
樹
『
孝
経
啓
賓
 
（
定
稿
本
）
』
 
 

が
名
高
い
。
し
か
し
、
同
書
に
は
二
十
二
の
章
数
も
、
車
名
も
付
い
て
 
 

｛
川
）
 
 

い
な
い
。
二
十
二
章
の
分
車
と
車
名
は
、
太
宰
本
『
孔
伝
』
刊
行
以
降
 
 

に
普
及
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

本
稿
で
取
り
あ
げ
る
の
は
「
第
七
 
孝
平
章
」
 
で
あ
る
が
、
そ
の
前
 
 

段
階
と
し
て
、
「
第
二
 
天
子
章
」
 
か
ら
「
第
六
 
庶
人
章
」
ま
で
の
 
 

五
車
の
内
容
と
構
成
を
、
春
台
に
お
け
る
心
の
性
質
と
い
う
観
点
か
ら
 
 

考
察
か
ら
始
め
た
い
。
こ
れ
ら
五
章
で
は
、
身
分
・
地
位
ご
と
の
孝
 
 

道
、
い
わ
ゆ
る
五
挙
が
説
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
第
二
 
天
子
車
」
 
の
経
は
五
十
三
字
、
以
下
が
全
文
で
あ
る
。
 
 

子
日
、
愛
親
者
不
敢
惑
於
人
、
敬
親
者
不
敢
傾
於
人
。
愛
敬
尽
於
 
 

事
親
、
然
後
棟
数
加
於
百
姓
、
刑
於
四
海
。
天
子
之
孝
也
。
呂
刑
 
 

云
、
一
人
有
慶
兆
民
頼
之
。
 
 

大
意
を
述
べ
よ
う
。
親
を
愛
す
る
と
は
、
血
を
受
け
た
者
を
親
し
む
 
 

｛
‖
Y
 
 

心
。
子
が
親
を
懐
か
し
む
、
愛
お
し
む
の
み
な
ら
ず
、
親
が
子
を
慈
 
 

し
む
の
も
、
親
し
む
心
で
あ
る
。
親
し
む
心
が
基
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
 
 

親
族
、
朋
友
、
さ
ら
に
他
人
へ
と
次
第
に
拡
げ
て
い
く
、
こ
れ
を
他
者
 
 

に
馴
染
む
心
と
言
お
う
。
他
者
に
馴
染
む
心
が
あ
れ
ば
、
他
者
を
少
し
 
 

も
悪
ま
な
い
。
天
子
は
、
我
が
親
を
親
し
み
、
ま
た
、
他
者
に
馴
染
 
 

み
、
両
な
が
ら
慈
ん
で
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
天
子
の
身
行
に
、
 
 

万
民
は
風
化
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
親
を
愛
し
、
人
を
窓
ま
な
い
よ
う
に
な
 
 

る
。
親
を
敬
う
と
は
、
い
ま
在
る
自
分
が
生
ま
れ
出
た
も
と
と
し
て
、
 
 

親
を
尊
び
大
切
に
す
る
こ
と
。
こ
の
謙
る
心
が
あ
る
者
は
、
騙
り
高
ぶ
 
 

ら
ず
、
他
者
を
卑
し
む
こ
と
は
し
な
い
。
上
に
立
つ
天
子
が
恭
敬
を
尽
 
 

く
せ
ば
、
万
民
こ
れ
に
な
ら
い
、
長
幼
の
序
が
定
ま
る
。
 
 
 

天
子
一
人
が
、
愛
敬
を
尽
く
し
て
親
に
事
え
る
。
す
る
と
、
天
下
万
 
 

民
は
そ
の
行
っ
て
現
す
徳
教
に
導
か
れ
、
教
え
に
則
る
よ
う
に
な
る
。
 
 

万
民
が
愛
敬
を
尽
く
し
、
人
を
悪
ま
ず
、
憤
ら
な
い
か
ら
、
争
い
は
起
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き
ず
、
天
下
は
安
ん
じ
て
治
ま
る
。
こ
れ
が
、
天
子
の
孝
で
あ
る
。
 
 
 

押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
三
点
。
第
一
は
、
愛
敬
を
尽
く
し
て
親
 
 

に
事
え
る
孝
は
、
万
民
が
天
子
の
徳
数
に
則
る
の
で
、
天
子
か
ら
庶
人
 
 

ま
で
す
べ
て
の
階
層
に
共
通
す
る
こ
と
。
だ
か
ら
、
第
二
に
、
次
章
か
 
 

ら
の
四
つ
章
で
説
か
れ
る
孝
は
、
万
人
に
共
通
す
る
愛
敬
の
孝
に
加
え
 
 

て
、
身
分
・
地
位
の
異
な
る
階
層
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
徳
目
で
あ
る
。
 
 

そ
し
て
、
第
三
に
、
天
子
の
身
行
に
教
化
さ
れ
て
万
民
が
愛
敬
を
尽
く
 
 

す
側
面
か
ら
も
、
万
民
が
階
層
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
徳
目
を
果
た
す
側
 
 

面
か
ら
も
、
孝
に
よ
っ
て
天
下
は
治
ま
る
。
天
子
の
孝
は
、
愛
敬
と
い
 
 

う
個
人
の
道
徳
と
、
孝
治
と
い
う
政
治
と
を
兼
ね
る
徳
目
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
愛
敬
を
尽
し
て
親
に
事
え
る
孝
は
、
本
来
、
内
面
的
な
 
 

心
の
働
き
に
関
わ
る
徳
目
で
あ
る
。
「
第
二
 
天
子
章
」
、
同
車
を
敷
術
 
 

し
た
「
第
八
 
三
才
章
」
に
拠
れ
ば
、
前
段
の
天
子
の
身
行
に
感
化
さ
 
 

れ
て
親
を
愛
す
る
次
元
と
、
後
段
の
徳
教
を
加
え
ら
れ
て
親
を
愛
す
る
 
 

次
元
と
で
は
、
道
徳
的
な
意
義
が
変
化
す
る
。
前
段
で
は
、
親
を
親
し
 
 

む
心
が
自
然
に
起
き
る
次
元
に
あ
っ
た
も
の
が
、
徳
教
に
啓
発
さ
れ
る
 
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
親
を
親
し
む
心
の
意
味
や
普
さ
を
自
覚
し
て
、
主
体
 
 

的
に
親
し
む
と
い
う
次
元
へ
と
昇
華
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
 
 

己
の
専
行
を
自
覚
し
、
そ
れ
に
看
び
を
も
っ
て
親
に
事
え
る
よ
う
に
な
 
 

る
の
で
あ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
太
宰
『
国
字
解
』
 
で
は
、
親
を
親
し
む
心
の
道
徳
的
な
 
 

意
義
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い
。
春
台
に
よ
れ
ば
、
「
聖
 
 

人
ノ
道
ニ
ハ
、
人
ノ
心
底
ノ
善
悪
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
決
シ
テ
無
キ
事
」
 
 

（
『
聖
』
、
一
九
五
頁
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
内
面
的
な
心
の
働
き
を
問
題
 
 

に
す
る
の
は
、
先
王
の
道
の
本
筋
か
ら
逸
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

春
台
は
、
頑
な
ま
で
に
心
の
修
養
を
退
け
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
に
 
 

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
は
、
心
の
動
き
に
対
す
る
深
い
関
心
と
 
 

｛
1
2
）
 
 

洞
察
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
こ
で
、
春
台
に
お
け
る
心
 
 

の
性
質
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

春
台
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
心
と
は
動
く
物
で
あ
る
。
「
人
心
ハ
思
 
 

フ
ヲ
以
テ
職
ト
ス
ル
故
ニ
、
心
中
片
時
モ
思
フ
コ
ト
無
ク
テ
ハ
ア
ラ
 
 

ズ
」
（
『
聖
』
、
七
三
頁
）
 
と
、
人
心
の
本
性
は
思
う
こ
と
に
あ
る
。
思
う
 
 

と
は
、
物
に
感
じ
て
動
き
、
物
を
欲
し
が
り
、
快
楽
を
求
め
て
や
ま
な
 
 

い
、
こ
の
放
慈
と
も
い
う
べ
き
働
き
を
い
う
。
 
 

人
欲
ハ
、
賢
人
聖
人
モ
、
愚
不
肖
ナ
ル
者
モ
、
無
ク
テ
叶
ハ
ヌ
情
 
 

ナ
ル
敬
二
人
欲
ハ
罪
二
非
ズ
。
人
欲
ヲ
窮
ム
ル
ヲ
罪
ト
ス
。
 
 

（
『
聖
』
、
一
〇
五
頁
）
 
 

人
欲
の
最
た
る
も
の
は
、
食
欲
と
色
欲
で
あ
ろ
う
。
食
欲
が
な
け
れ
 
 

ば
、
餓
え
て
死
ん
で
し
ま
う
し
、
色
欲
が
な
け
れ
ば
人
は
生
れ
な
い
か
 
 

ら
、
た
と
え
聖
賢
で
も
、
人
欲
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
人
心
の
本
能
 
 

と
い
う
観
点
に
お
い
て
は
、
聖
賢
で
す
ら
相
対
化
さ
れ
る
。
放
窓
に
動
 
 

く
の
が
人
心
の
本
能
で
あ
り
、
聖
賢
と
い
え
ど
も
人
欲
を
滅
す
る
こ
と
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は
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
物
と
認
め
、
受
容
れ
る
よ
り
 
 

他
は
な
い
。
人
欲
は
、
そ
の
も
の
自
体
が
悪
い
の
で
は
な
い
、
際
限
な
 
 

く
窮
め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
悪
い
と
、
人
欲
そ
の
も
の
は
否
定
さ
れ
な
 
 

い
。
春
台
に
お
い
て
は
、
心
の
働
き
は
、
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
制
 
 

御
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
て
ば
、
心
の
動
き
は
、
働
き
自
体
に
音
悪
の
 
 

評
価
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
心
の
動
き
は
、
制
御
さ
れ
て
発
せ
 
 

ら
れ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

仁
ハ
人
ヲ
愛
シ
物
ヲ
愛
ス
ル
心
ナ
リ
。
此
愛
心
ハ
、
誰
二
モ
有
ル
 
 

心
ニ
テ
、
人
ノ
敦
こ
因
ラ
ズ
、
名
聞
ヲ
飾
ル
ニ
モ
非
ズ
、
天
然
自
 
 

然
ニ
テ
胸
中
ヨ
リ
発
ス
ル
。
内
ヨ
リ
出
タ
ル
愛
心
ヲ
仁
ト
イ
ハ
 
 

た
が
ひ
 
 

バ
、
大
イ
ナ
ル
差
ナ
リ
。
 
 

（
『
聖
』
、
八
八
頁
）
 
 

こ
こ
で
は
、
愛
す
る
と
い
う
心
の
動
き
は
、
生
れ
な
が
ら
の
本
能
で
 
 

あ
る
が
、
こ
の
働
き
を
そ
の
ま
ま
仁
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
 
 

う
。
心
の
動
き
は
、
制
御
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
 
 

か
ら
で
あ
る
。
物
を
愛
す
る
と
い
う
心
の
動
き
は
、
愛
す
べ
き
相
手
 
 

を
、
親
疎
遠
近
の
程
度
宜
し
く
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
 
 

て
、
は
じ
め
て
仁
と
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

春
台
は
、
こ
の
自
由
放
逸
に
動
く
心
を
制
御
す
る
道
と
し
て
、
礼
楽
 
 

の
教
え
を
設
定
す
る
。
 
 

そ
の
礼
楽
と
は
、
身
の
整
え
方
、
身
の
ふ
る
ま
い
方
で
あ
る
。
礼
楽
 
 

を
行
っ
て
身
か
ら
形
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
を
春
台
は
修
身
 
 

と
い
う
。
 
 

礼
楽
ヲ
以
テ
人
ノ
性
ヲ
養
プ
ラ
、
聖
人
ノ
道
ニ
ハ
修
身
ト
イ
フ
。
 
 
 

…
修
ノ
字
ハ
修
飾
ノ
義
、
物
ノ
体
質
出
来
タ
ル
上
ヲ
、
又
ツ
ク
リ
 
 

コ
シ
ラ
ヘ
テ
、
其
ナ
リ
フ
リ
ヲ
好
ク
ス
ル
ヲ
修
飾
ト
イ
フ
。
 
 

（
『
聖
』
、
一
一
八
頁
）
 
 

心
の
洞
察
に
よ
っ
て
到
達
し
た
の
は
、
自
由
に
動
く
心
を
以
っ
て
、
 
 

自
由
に
動
く
心
を
制
御
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
結
論
で
あ
ろ
 
 

う
。
心
の
動
き
を
制
御
す
る
方
法
は
、
心
以
外
の
も
の
に
由
ら
ね
ば
な
 
 

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
身
で
あ
る
。
身
に
行
っ
て
外
側
か
ら
形
を
作
 
 

り
、
行
い
を
整
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
心
の
動
き
を
制
御
し
て
い
く
。
 
 

こ
れ
が
春
台
の
修
身
で
あ
る
。
 
 

聖
人
ノ
教
ハ
、
外
ヨ
リ
内
二
人
リ
テ
、
純
熟
ス
レ
バ
表
裏
一
致
ニ
 
 

ナ
ル
ヲ
成
就
ト
ス
。
是
ヲ
成
徳
ト
イ
フ
。
徳
ハ
得
ナ
リ
。
身
二
行
 
 
 

欲
必
ズ
慈
こ
ナ
ル
ナ
リ
。
 
 

礼
楽
ハ
人
欲
ヲ
抑
節
ス
ル
道
具
ナ
ル
故
l
「
一
定
ヲ
廃
ス
レ
バ
、
人
 
 

（
『
聖
』
、
一
〇
六
頁
）
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修
身
は
、
も
っ
ぱ
ら
外
見
を
飾
る
の
み
で
は
な
い
。
修
身
の
目
標
 
 

は
、
身
の
動
き
と
心
の
動
き
と
の
一
致
、
成
徳
に
あ
る
。
繰
返
し
身
に
 
 

行
い
習
熟
し
て
い
く
と
、
そ
の
場
に
お
け
る
心
の
動
き
も
、
そ
れ
と
意
 
 

識
す
る
こ
と
な
く
制
御
さ
れ
て
い
く
。
成
徳
と
は
、
心
身
の
動
き
、
才
 
 

能
な
ど
が
、
何
時
い
か
な
る
状
況
で
も
同
じ
よ
う
に
、
あ
た
か
も
天
性
 
 

の
よ
う
に
発
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
身
に
な
る
こ
と
 
 

を
い
う
。
 
 
 

『
孔
伝
』
 
の
検
討
に
戻
ろ
う
。
以
上
論
じ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
愛
 
 

敬
の
孝
に
お
け
る
親
を
愛
す
る
心
に
つ
い
て
も
、
し
た
し
く
思
う
動
き
 
 

そ
の
も
の
を
、
無
条
件
に
尊
と
評
せ
な
い
こ
と
に
な
る
。
 
 

己
ヲ
費
育
ス
ル
物
ヲ
愛
ス
ル
ハ
、
凡
ソ
生
ア
ル
者
ノ
天
性
ノ
欲
ナ
 
 

リ
。
未
ダ
コ
レ
ヲ
抑
テ
親
親
ト
イ
ブ
ベ
カ
ラ
ズ
。
 
 

（
『
聖
』
、
一
二
〇
頁
）
 
 

た
と
え
ば
自
分
を
養
育
し
て
く
れ
る
よ
う
な
、
身
近
な
人
に
心
ひ
か
 
 

れ
、
か
た
わ
ら
に
い
た
い
と
思
う
の
は
、
生
あ
る
も
の
の
生
れ
つ
き
の
 
 

欲
に
す
ぎ
ず
、
親
を
親
し
む
心
と
は
い
え
な
い
。
親
を
親
し
む
心
に
な
 
 

る
に
は
、
物
に
ひ
か
れ
て
自
由
放
窓
に
動
く
心
が
、
正
し
く
制
御
さ
 
 

れ
、
親
に
向
け
て
宜
し
き
程
度
に
発
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

ヒ
得
タ
ル
ヲ
徳
ト
イ
ブ
。
 
 

（
『
聖
』
、
九
五
頁
）
 
 

親
し
い
も
の
に
ひ
か
れ
る
心
の
動
き
が
、
何
時
い
か
な
る
時
に
も
、
 
 

天
性
の
動
き
の
よ
う
に
、
親
に
発
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
親
 
 

を
愛
す
る
徳
は
成
立
す
る
。
こ
の
成
徳
の
方
法
が
、
礼
楽
の
教
え
を
身
 
 

に
行
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
修
身
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
た
か
も
天
 
 

性
の
ご
と
く
に
心
の
動
き
を
制
御
で
き
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
修
身
も
 
 

ま
た
繰
返
し
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
親
を
愛
す
 
 

る
孝
徳
は
、
修
身
と
相
即
し
て
、
な
い
し
は
修
身
を
ま
っ
て
初
め
て
成
 
 

就
す
る
と
い
え
る
。
 
 
 

愛
敬
の
徳
を
成
就
す
る
た
め
に
は
、
修
身
の
教
え
が
必
要
で
あ
る
。
 
 

こ
の
観
点
か
ら
、
「
第
三
 
諸
侯
」
 
か
ら
「
第
六
 
庶
人
」
ま
で
の
、
 
 

身
分
・
地
位
の
階
層
ご
と
の
孝
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。
前
掲
【
表
】
 
 

の
概
要
・
語
句
の
欄
に
、
各
階
層
の
孝
徳
を
ま
と
め
た
。
以
下
、
『
国
 
 

字
解
』
 
に
拠
っ
て
、
順
次
概
観
す
る
。
な
お
、
（
 
）
 
内
は
、
近
世
日
 
 

本
に
お
い
て
相
応
す
る
地
位
で
、
太
宰
春
台
『
経
済
録
箪
凡
例
」
に
拠
っ
 
 

ー
〓
．
 
 

て
定
め
た
。
ち
な
み
に
、
天
子
と
は
徳
川
将
軍
を
指
す
。
 
 

第
三
 
諸
侯
車
 
（
一
万
石
以
上
の
領
主
）
 
 

高
位
に
在
っ
て
腐
ら
ず
、
身
に
応
じ
て
節
倹
し
、
法
度
を
守
り
、
 
 

行
い
を
憎
む
。
こ
の
三
者
が
、
富
貴
を
保
つ
道
だ
。
道
を
行
え
 
 

ば
、
そ
の
富
貴
の
位
を
保
ち
、
国
を
保
ち
 
（
社
櫻
を
保
ち
）
、
民
 
 

を
安
ん
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
四
 
卿
大
東
章
 
（
五
位
以
上
の
直
参
、
家
老
）
 
 

113 太宰春台撰『古文孝経孔氏伝』における草道徳   



先
王
が
階
級
に
応
じ
て
刺
し
た
衣
服
を
身
に
つ
け
、
先
王
が
定
め
 
 

た
言
葉
の
み
を
口
に
し
、
先
王
が
定
め
た
正
し
い
行
い
を
す
る
。
 
 

こ
の
三
者
を
自
分
の
物
に
す
れ
ば
、
位
階
と
知
行
を
永
く
失
わ
 
 

ず
、
先
祖
を
祭
る
宗
廟
を
守
る
、
つ
ま
り
代
々
に
渡
っ
て
家
を
保
 
 

つ
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
五
 
士
章
 
（
卿
大
夫
を
除
く
為
政
官
〓
 
 

主
君
に
忠
、
上
に
立
つ
長
に
順
を
以
て
事
え
る
。
こ
の
二
つ
を
行
 
 

え
ば
、
位
階
と
俸
禄
を
永
く
失
わ
ず
保
ち
、
代
々
に
渡
っ
て
先
祖
 
 

を
祭
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

第
六
 
庶
人
章
 
（
農
・
工
・
商
の
民
衆
〓
 
 

農
事
 
（
工
、
商
も
兼
ね
る
）
 
に
励
み
、
間
違
え
て
罪
を
犯
さ
な
い
 
 

よ
う
に
し
、
節
約
し
て
香
ら
な
い
。
餓
え
る
こ
と
な
く
、
必
要
な
 
 

だ
け
の
財
を
保
ち
、
父
母
を
養
う
。
 
 

徳
目
は
階
層
ご
と
に
制
定
さ
れ
る
が
、
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
常
 
 

に
具
体
的
に
身
に
行
い
、
行
い
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
物
 
 

に
す
る
教
え
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
修
身
に
関
わ
る
徳
目
で
あ
 
 

る
。
愛
敬
の
孝
は
、
修
身
に
よ
っ
て
成
就
す
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
各
 
 

階
層
の
人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
に
お
け
る
徳
目
を
身
に
行
う
こ
と
 
 

を
通
し
て
、
愛
敬
の
孝
を
成
就
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
が
制
せ
ら
れ
た
徳
目
を
間
遠
い
な
く
行
え
ば
、
身
分
・
地
 
 

位
に
応
じ
て
、
国
、
あ
る
い
は
位
階
と
知
行
・
俸
禄
、
あ
る
い
は
財
を
 
 

保
ち
、
先
祖
を
祭
祀
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
祖
祭
祀
は
、
天
子
と
諸
 
 

侯
に
つ
い
て
は
「
第
九
 
孝
治
章
」
に
記
さ
れ
、
庶
人
に
つ
い
て
も
「
第
 
 

七
 
孝
平
車
」
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
階
層
の
尊
卑
に
か
か
わ
ら
ず
共
 
 

通
し
て
課
せ
ら
れ
る
。
 
 
 

「
家
」
と
い
う
言
辞
に
注
目
し
た
い
。
前
掲
『
国
字
解
』
 
で
は
、
「
第
 
 

四
 
郷
大
夫
」
の
解
釈
に
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
士
が
保
つ
位
 
 

階
や
俸
禄
、
そ
し
て
、
時
代
が
下
っ
た
と
こ
ろ
で
は
庶
人
が
保
つ
財
 
 

も
、
家
と
同
義
の
内
容
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
士
の
孝
に
 
 

は
、
「
ソ
ノ
爵
禄
ヲ
イ
ツ
マ
デ
モ
ウ
シ
ナ
ハ
ズ
」
「
保
ツ
ト
ハ
番
ラ
ス
ル
」
 
 

な
ど
の
解
釈
が
あ
る
。
こ
の
爵
禄
に
は
、
現
有
の
爵
禄
の
み
な
ら
ず
、
 
 

代
々
に
わ
た
っ
て
継
承
す
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
 
 

ら
の
「
家
」
に
は
、
家
職
・
家
産
・
家
名
・
家
格
・
先
祖
の
総
体
で
、
 
 

そ
の
永
続
性
を
希
求
す
る
、
い
わ
ゆ
る
近
世
日
本
の
家
が
想
定
さ
れ
て
 
 

い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
修
身
は
、
家
・
国
・
天
下
を
保
つ
教
え
 
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

以
上
、
「
第
二
 
天
子
」
か
ら
「
第
六
 
庶
人
」
ま
で
の
五
章
を
検
 
 

討
し
た
。
本
来
、
『
孝
経
』
 
に
は
、
二
種
類
の
挙
が
あ
る
。
一
つ
は
、
 
 

愛
敬
を
尽
し
て
親
に
事
え
る
と
い
う
、
天
子
よ
り
庶
人
に
至
る
ま
で
共
 
 

通
す
る
孝
。
こ
の
共
通
の
愛
敬
の
孝
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
、
自
ら
が
 
 

属
す
る
階
層
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
孝
が
あ
る
。
春
台
に
お
い
て
は
、
階
 
 

層
ご
と
の
孝
は
修
身
の
教
え
と
据
え
ら
れ
、
愛
敬
の
孝
は
修
身
を
通
し
 
 

て
成
就
す
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
修
身
は
、
家
・
国
・
天
下
を
保
つ
た
め
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の
教
え
で
も
あ
る
。
修
身
は
、
愛
敬
の
孝
の
成
就
と
、
家
・
国
・
天
下
 
 

を
保
つ
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
兼
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
愛
敬
の
孝
 
 

と
、
家
・
国
・
天
下
を
保
つ
こ
と
と
は
、
修
身
を
介
し
て
一
体
的
な
関
 
 

係
に
な
る
。
ま
た
、
修
身
に
よ
っ
て
自
力
で
徳
を
成
就
す
る
と
い
う
論
 
 

理
か
ら
は
、
天
子
の
徳
敬
に
教
化
さ
れ
る
と
い
う
孝
治
思
想
が
生
れ
る
 
 

余
地
は
小
さ
い
。
ま
さ
に
、
春
台
に
お
け
る
『
孝
軽
』
は
、
身
を
修
め
 
 

る
教
を
記
し
た
経
典
で
あ
る
。
 
 

三
．
「
第
七
 
孝
平
章
」
の
意
義
 
 

「
第
七
 
孝
平
章
」
は
、
今
文
「
第
六
 
庶
人
章
」
 
の
章
末
に
あ
た
 
 

る
。
今
文
の
章
末
二
十
三
字
に
「
子
日
」
 
の
二
字
が
付
さ
れ
、
孔
子
が
 
 

述
べ
た
文
と
い
う
形
式
に
し
て
い
る
。
そ
の
全
文
は
、
以
下
の
通
り
。
 
 

子
日
、
故
自
天
子
以
下
至
於
庶
人
、
孝
亡
 
（
無
）
 
終
始
而
患
不
及
 
 

者
未
之
有
也
、
 
 
 

問
題
は
後
半
部
、
「
①
孝
亡
終
始
而
①
患
不
及
者
未
之
有
也
」
 
で
あ
 
 

る
。
先
ず
、
宋
・
耶
馬
『
孝
経
正
義
』
（
以
下
、
『
正
義
』
）
 
の
解
釈
を
確
 
 

認
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
『
正
義
』
で
は
、
「
孝
亡
終
始
」
は
、
「
孝
無
終
始
」
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
 
 

『
正
義
』
 
の
注
は
、
唐
・
玄
宗
の
注
と
い
う
意
味
で
、
御
注
（
明
王
 
 

御
注
）
と
称
さ
れ
る
。
①
は
「
劉
矧
矧
矧
」
の
注
、
①
は
「
患
不
及
者
 
 

対
忍
郵
㈲
」
の
注
で
あ
る
。
下
段
［
正
義
］
は
、
①
①
に
該
当
す
る
疏
 
 

を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

先
ず
、
①
「
孝
無
終
始
」
の
御
注
で
は
、
始
め
は
天
子
か
ら
、
終
り
 
 

は
庶
人
ま
で
、
五
等
の
尊
卑
は
殊
る
が
、
そ
の
孝
道
は
別
は
な
い
と
い
 
 

う
。
草
道
は
、
耶
馬
の
疏
で
は
「
至
於
奉
親
」
と
注
し
て
お
り
、
親
に
 
 

事
え
、
祖
先
に
事
え
る
と
解
せ
よ
う
。
あ
る
い
は
、
親
に
事
え
、
祖
先
 
 

に
事
え
る
と
い
う
目
的
を
果
す
た
め
に
、
階
層
そ
れ
ぞ
れ
に
制
定
さ
れ
 
 

た
孝
を
行
う
こ
と
も
、
草
道
に
含
ま
れ
よ
う
。
 
 
 

次
は
、
①
「
患
不
能
及
老
来
之
有
也
」
 
の
御
柱
。
疏
で
は
、
階
層
ご
 
 

と
の
分
に
応
じ
て
徳
行
が
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
誰
も
が
み
な
親
を
 
 

養
う
こ
と
が
で
き
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
孝
を
尽
す
こ
と
が
で
き
な
い
 
 

者
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
①
「
患
不
及
老
来
之
有
也
」
 
 

は
、
「
及
ば
ざ
る
を
患
う
る
者
は
、
未
だ
之
れ
有
ら
ぎ
る
な
り
」
と
読
 
 

患
不
能
及
者
未
之
有
也
。
 
 
 

［
正
義
］
①
其
五
等
尊
卑
錐
殊
、
至
於
奉
親
其
道
不
別
。
故
従
 
 
 

天
子
以
下
至
庶
人
、
其
草
道
則
無
終
始
貴
賎
之
異
也
。
①
戎
有
 
 
 

自
患
己
身
不
能
及
孝
末
之
有
也
。
…
若
各
率
其
己
分
別
皆
能
養
 
 
 

親
、
言
患
不
及
於
孝
者
未
有
也
。
 
 

［
御
注
］
①
始
自
天
子
終
於
庶
人
、
尊
卑
錐
殊
孝
道
同
致
、
⑦
而
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む
こ
と
が
で
き
よ
う
。
孝
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
患
え
る
者
は
未
 
 

だ
に
存
在
し
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
 
 
 

本
来
、
孝
に
は
、
愛
敬
を
尽
し
て
親
に
事
え
、
先
祖
を
祭
祀
す
る
と
 
 

い
う
、
天
子
か
ら
庶
人
に
至
る
ま
で
共
通
す
る
徳
目
が
あ
る
。
今
文
を
 
 

用
い
た
 
『
孝
経
正
義
』
「
第
六
 
庶
人
章
」
 
の
章
末
は
、
天
子
か
ら
庶
人
 
 

ま
で
の
五
孝
を
総
括
し
、
始
め
は
天
子
か
ら
終
り
は
庶
人
ま
で
、
親
に
 
 

事
え
る
孝
に
終
始
の
貴
賎
は
無
い
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
に
沿
 
 

え
ば
、
孝
の
目
的
は
、
親
へ
の
奉
事
と
先
祖
祭
祀
に
収
赦
す
る
、
と
読
 
 

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
『
孔
伝
』
「
第
七
 
孝
平
章
」
 
の
注
を
検
討
し
よ
う
。
 
 

①
必
有
終
始
、
然
後
乃
尊
。
①
其
不
能
終
始
者
、
必
及
患
禍
央
。
 
 

故
為
君
而
恵
、
為
父
而
慈
、
為
臣
而
忠
、
為
子
而
順
。
此
四
者
、
 
 

人
之
大
節
也
。
 
 

①
が
「
孝
亡
終
始
」
の
注
、
⑦
が
「
患
不
及
者
未
之
有
也
」
の
注
で
 
 

あ
る
。
①
は
、
（
孝
に
は
）
 
必
ず
終
始
が
あ
り
、
終
始
を
為
し
遂
げ
て
 
 

後
に
尊
い
行
為
と
評
価
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
①
の
 
 

注
で
、
終
始
を
為
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
は
、
必
ず
患
禍
に
 
 

及
ぶ
と
続
く
。
①
「
患
不
及
老
来
之
有
也
」
は
、
患
禍
が
及
ば
な
い
者
 
 

は
い
な
い
、
つ
ま
り
、
誰
で
も
必
ず
患
禍
が
及
ぶ
の
意
。
書
下
せ
ば
、
 
 

「
思
い
及
ば
ぎ
る
者
、
未
だ
之
れ
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
な
る
。
以
上
の
 
 

孝
の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
を
為
し
遂
げ
な
い
と
必
ず
患
い
が
及
ぶ
、
と
 
 

解
釈
さ
れ
る
。
 
 
 

『
孔
伝
』
「
孝
亡
終
始
」
の
終
始
は
、
孝
の
始
め
と
終
り
を
指
す
。
前
 
 

掲
の
引
用
後
半
に
よ
れ
ば
、
終
始
と
は
、
君
の
意
・
父
の
慈
・
臣
の
 
 

忠
・
子
の
順
の
四
者
で
あ
る
。
何
れ
が
始
め
で
、
何
れ
が
終
り
か
、
太
 
 

宰
『
国
字
解
』
 
の
釈
文
を
み
て
み
よ
う
。
 
 

孝
無
終
始
ト
ハ
、
父
母
二
番
ル
ニ
始
マ
リ
、
身
ヲ
立
ル
ニ
終
ル
孝
 
 
 

ニ
テ
、
君
恵
臣
忠
、
父
慈
子
順
ナ
ル
ハ
終
始
ア
ル
ナ
リ
。
コ
ノ
故
 
 

l
「
親
二
事
へ
、
身
ヲ
立
ル
終
始
ノ
考
ヲ
ヨ
ク
セ
ザ
レ
バ
、
天
子
 
 

ハ
天
下
ヲ
保
ツ
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
諸
侯
ハ
某
国
ヲ
保
ツ
コ
ト
ア
タ
 
 

ハ
ズ
。
卿
大
夫
ハ
ソ
ノ
家
ヲ
保
ツ
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
。
士
庶
人
ハ
ソ
 
 

ノ
身
ヲ
保
ツ
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
シ
テ
、
患
不
及
者
未
之
有
也
。
 
 

こ
こ
で
は
、
孝
の
始
め
を
「
父
母
二
事
ル
」
、
終
り
を
「
身
ヲ
立
ル
」
 
 

と
す
る
。
父
慈
・
子
傾
が
「
父
母
二
事
ル
」
孝
の
始
め
に
応
ず
る
こ
と
 
 

自
明
だ
か
ら
、
君
恵
・
臣
忠
は
「
身
ヲ
立
ル
」
孝
の
終
り
に
応
ず
る
こ
 
 

と
な
る
。
「
孝
亡
終
始
（
孝
の
終
始
を
為
し
遂
げ
な
け
れ
ば
）
」
と
は
、
 
 

父
母
に
事
え
る
孝
の
始
め
と
、
身
を
立
て
る
孝
の
終
り
と
を
為
し
遂
げ
 
 

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
終
始
を
為
し
遂
げ
 
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
、
天
子
は
天
下
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
い
云
々
 
 

『
孔
伝
警
注
に
拠
れ
ば
、
「
①
孝
亡
終
始
而
①
患
不
及
者
未
之
有
也
」
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と
い
う
の
だ
か
ら
、
孝
の
終
始
を
為
し
遂
げ
れ
ば
、
天
子
は
天
下
を
、
 
 

諸
侯
は
国
を
、
卿
大
夫
は
家
を
、
士
庶
人
は
身
を
保
つ
と
こ
と
が
で
き
 
 

る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
 
「
士
庶
人
ハ
ソ
ノ
身
ヲ
保
ツ
」
 
の
身
は
、
身
の
 
 

落
着
き
ど
こ
ろ
の
意
で
、
家
と
同
義
だ
と
解
せ
よ
う
。
要
す
る
に
、
孝
 
 

は
、
天
下
・
国
・
家
を
保
つ
こ
と
で
完
遂
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

今
文
「
孝
無
終
始
」
 
で
は
、
始
を
天
子
、
終
を
庶
人
と
し
、
親
に
事
 
 

え
、
先
祖
を
祭
祀
す
る
こ
と
に
終
始
は
な
い
と
結
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
 
 

孝
の
目
的
は
、
親
に
事
え
、
先
祖
を
祭
祀
す
る
こ
と
に
収
赦
さ
れ
た
。
 
 

対
し
て
、
『
孔
伝
』
 
で
は
、
始
め
を
親
に
事
え
る
、
終
り
を
身
を
立
て
 
 

る
に
設
定
し
、
孝
の
目
的
を
終
始
の
完
遂
、
つ
ま
り
天
下
・
国
・
家
を
 
 

保
つ
に
定
め
る
。
孝
の
目
的
は
、
正
反
対
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
大
き
 
 

く
転
換
し
た
。
 
 
 

孝
の
目
的
の
転
換
は
、
君
恵
・
臣
忠
 
（
臣
か
ら
君
へ
の
一
方
的
な
忠
 
 

で
は
な
い
）
 
の
意
義
を
極
め
て
重
い
も
の
に
す
る
。
署
恵
・
臣
忠
は
、
 
 

た
と
え
ば
天
子
と
諸
侯
と
の
間
で
い
え
ば
、
天
子
が
諸
侯
へ
恵
み
を
か
 
 

け
、
諸
侯
が
天
子
に
忠
を
尽
す
、
そ
れ
に
よ
っ
て
天
子
は
天
下
を
保
 
 

ち
、
諸
侯
は
国
を
領
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
天
 
 

下
・
国
・
家
を
保
つ
た
め
の
必
須
の
徳
目
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
今
 
 

文
章
経
に
お
い
て
も
、
先
祖
祭
祀
の
目
的
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
国
や
 
 

家
を
保
た
ね
ば
な
ら
ず
、
階
層
そ
れ
ぞ
れ
の
職
分
に
お
い
て
天
子
へ
の
 
 

忠
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
前
述
し
た
「
孝
無
終
始
」
 
 

の
注
で
は
、
忠
が
前
面
に
押
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
山
方
、
『
孔
 
 

伝
』
 
で
は
、
孝
の
目
的
が
天
下
・
国
・
家
を
保
つ
こ
と
に
置
か
れ
る
か
 
 

ら
、
君
恵
・
臣
忠
は
最
も
重
要
な
徳
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
 
 

に
、
君
臣
関
係
は
後
天
的
な
義
合
で
あ
り
、
父
子
の
先
天
的
な
関
係
と
 
 

は
異
質
で
あ
り
な
が
ら
、
君
恵
・
臣
忠
を
以
て
孝
は
完
遂
す
る
と
定
め
 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
君
恵
・
臣
忠
も
孝
に
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

「
第
七
 
孝
平
車
」
は
、
「
第
二
 
天
子
章
」
 
か
ら
「
第
六
 
庶
人
章
」
 
 

ま
で
の
五
車
に
わ
た
っ
て
説
か
れ
る
階
層
ご
と
の
孝
、
い
わ
ゆ
る
五
孝
 
 

を
総
括
す
る
車
で
あ
る
。
前
節
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
五
孝
は
、
家
・
 
 

国
・
天
下
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
内
寄
は
修
身
の
教
え
で
あ
 
 

る
。
「
第
七
 
孝
平
車
」
 
の
君
意
・
臣
思
は
、
階
層
ご
と
に
制
定
さ
れ
 
 

た
修
身
の
数
え
に
通
底
す
る
本
義
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
親
を
 
 

愛
敬
す
る
孝
は
、
修
身
を
通
し
て
成
就
す
る
か
ら
、
こ
の
愛
敬
の
孝
と
 
 

家
・
国
・
天
下
を
保
つ
こ
と
と
は
一
体
的
な
関
係
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
 
 

修
身
の
教
え
を
君
恵
・
臣
忠
の
徳
目
に
統
括
し
、
君
恵
・
臣
忠
を
愛
敬
 
 

の
孝
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
い
わ
ゆ
る
忠
孝
一
体
に
近
 
 

い
構
造
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
孔
伝
』
 
「
第
七
 
孝
平
章
」
 
 

の
意
義
は
、
孝
の
目
的
を
転
換
し
、
忠
孝
一
体
的
な
論
理
を
導
出
す
る
 
 

こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

太
宰
本
『
孔
伝
』
 
や
 
『
国
字
解
』
 
は
、
孝
の
終
始
に
父
慈
・
子
噸
と
 
 

君
恵
・
臣
忠
を
照
応
さ
せ
る
と
い
う
、
繁
経
と
も
い
う
べ
き
論
理
操
作
 
 

を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、
「
第
七
 
孝
平
」
 
は
「
第
鵬
 
開
宗
明
義
」
 
 

に
対
応
す
る
車
と
位
置
付
け
ら
れ
、
よ
り
簡
潔
な
構
成
に
整
理
さ
れ
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る
。
た
と
え
ば
、
折
衷
学
の
祖
・
井
上
金
峨
『
孝
経
集
説
』
は
、
「
此
 
 

車
亦
上
の
五
孝
之
言
を
小
結
し
、
以
て
首
章
終
始
之
義
に
応
ず
（
原
滞
 
 

文
）
」
と
注
し
て
い
る
。
 
 
 

金
峨
注
が
指
摘
す
る
の
は
、
以
下
の
 
「
第
一
開
宗
明
義
」
 
の
一
節
 
 

で
あ
る
。
 
 

身
体
髪
膚
受
之
父
母
不
敢
毀
傷
、
孝
之
始
也
。
立
身
行
道
揚
名
於
 
 

後
世
以
顕
父
母
之
名
前
、
孝
之
終
也
 
 

こ
こ
で
は
、
前
段
「
身
体
髪
膚
こ
れ
を
父
母
に
受
け
…
」
が
孝
の
 
 

始
、
後
段
「
身
を
立
て
通
を
行
い
名
を
後
世
に
揚
げ
…
」
が
孝
の
終
と
 
 

あ
る
。
「
第
七
 
孝
平
」
 
の
終
始
は
、
こ
の
「
第
一
開
宗
明
義
」
 
の
 
 

終
始
に
対
応
す
る
。
『
孔
伝
』
前
半
七
草
の
構
成
は
、
「
第
一
開
宗
明
 
 

義
」
 
で
教
義
の
主
旨
を
開
陳
、
「
第
二
」
か
ら
「
第
六
」
 
で
各
階
層
の
 
 

孝
を
展
開
、
「
第
七
 
孝
平
」
 
で
総
括
、
と
い
う
組
立
て
で
あ
る
。
こ
 
 

の
構
成
は
、
孝
の
目
的
を
よ
り
明
確
に
し
、
以
後
の
 
『
孔
伝
』
解
釈
の
 
 

主
流
と
な
る
。
 
 

結
 
語
 
 

太
宰
本
『
孔
伝
』
普
及
の
要
因
に
言
及
し
、
結
論
に
代
え
た
い
。
 
 
 

狙
裸
学
者
・
春
台
は
、
『
孔
伝
』
を
、
天
下
を
治
め
る
道
の
基
礎
を
 
 

成
す
教
え
を
記
し
た
テ
キ
ス
ト
と
位
置
づ
け
た
。
「
第
三
 
諸
侯
」
か
 
 

ら
「
第
六
 
庶
人
」
の
孝
は
、
家
・
国
・
天
下
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
 
 

す
る
修
身
の
教
え
と
し
て
解
釈
さ
れ
た
。
暗
が
下
り
一
八
〇
〇
年
頃
に
 
 

な
る
と
、
修
身
の
教
え
は
、
諸
侯
や
卿
大
夫
の
徳
目
も
含
め
て
、
児
童
 
 

■
‖
一
 
 

向
け
の
教
訓
を
説
い
た
往
来
物
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
回
 
 

の
考
察
か
ら
、
普
及
の
理
由
と
し
て
、
次
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
 
 

き
よ
う
。
第
一
は
、
修
身
の
教
え
は
家
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
役
立
つ
 
 

か
ら
で
あ
る
。
第
二
は
、
簡
単
平
易
な
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
 
 

は
為
し
遂
げ
難
い
の
だ
が
、
数
が
少
な
く
、
身
近
で
、
効
果
も
明
ら
か
 
 

だ
か
ら
、
呑
み
込
み
や
す
い
。
そ
こ
で
、
夢
二
に
、
こ
の
時
代
、
分
を
 
 

超
え
る
こ
と
は
堅
く
戒
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
修
身
の
教
え
は
、
富
を
 
 

持
つ
、
あ
る
い
は
人
の
上
に
立
つ
者
一
般
に
も
通
用
し
、
受
容
れ
や
す
 
 
 

ヽ
ュ
 
0
 
 

1
Y
 
 

一
方
、
孝
行
の
動
機
付
け
に
関
し
て
は
、
十
分
に
理
解
さ
れ
た
か
ど
 
 

う
か
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
。
春
台
は
、
人
心
は
本
能
的
に
放
慈
に
動
く
 
 

と
い
う
認
識
か
ら
、
親
に
向
う
親
し
み
の
心
を
、
そ
の
ま
ま
直
ち
に
人
 
 

間
の
自
然
の
情
と
認
め
て
い
な
い
。
春
台
に
と
っ
て
は
、
こ
の
認
識
こ
 
 

そ
が
孝
行
や
修
身
に
励
む
動
機
付
け
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
、
多
く
の
人
々
と
っ
て
、
心
へ
の
深
い
洞
察
を
め
ぐ
ら
す
機
 
 

会
は
稀
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
「
第
七
孝
平
章
」
 
で
説
か
れ
た
 
 

よ
う
な
、
家
を
保
つ
と
い
っ
た
現
実
的
な
目
的
の
方
が
、
納
得
し
や
す
 
 

か
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
自
己
の
存
在
の
も
と
と
し
て
血
を
受
け
た
者
を
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親
し
む
と
い
っ
た
、
自
己
の
身
体
性
に
基
づ
く
動
機
付
け
の
方
が
、
共
 
 

感
を
よ
ぶ
の
で
は
な
ろ
う
か
。
孝
行
の
動
機
付
け
は
、
今
後
の
課
題
と
 
 

し
た
い
。
 
 

注
 
 

（
1
）
 
江
戸
後
期
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
俊
幸
『
江
戸
の
読
書
熱
－
自
 
 

学
す
る
読
書
と
書
籍
流
通
』
 
（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
）
、
長
友
千
代
治
『
江
戸
 
 

時
代
の
図
書
流
通
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
）
な
ど
の
一
連
の
研
究
、
『
江
 
 

戸
本
屋
出
版
記
録
（
全
三
巻
）
』
 
（
ゆ
ま
に
着
席
、
一
九
八
〇
－
〇
二
）
、
『
近
 
 

世
出
版
広
告
集
成
 
（
全
六
巻
）
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
三
）
等
を
参
照
‖
 
 

（
2
）
中
心
資
料
は
、
以
下
の
通
り
。
①
『
重
刻
古
文
孝
軽
孔
氏
伝
』
 
（
筑
波
大
学
付
 
 

属
図
書
館
蔵
本
、
天
明
三
・
一
八
八
三
、
常
山
肩
∵
小
林
新
兵
衛
版
）
、
②
同
 
 

（
『
欽
定
四
庫
全
書
軽
部
』
所
収
本
）
、
①
『
古
文
孝
経
国
字
解
』
 
（
筑
波
大
学
 
 

付
属
図
書
館
蔵
本
、
明
和
七
二
七
七
七
、
嵩
山
房
・
小
林
新
兵
衛
版
「
①
 
 

『
孝
経
正
義
』
（
『
欽
定
四
庫
全
番
線
部
』
所
収
本
）
。
 
 

す
）
た
と
え
ば
、
井
上
金
峨
『
孝
経
集
説
』
 
（
筑
波
大
学
付
属
図
書
館
蔵
、
宝
暦
 
 

六
二
七
五
七
、
芝
明
神
前
藤
木
久
市
他
版
）
 
の
冒
頭
に
、
「
孝
経
不
知
作
者
、
 
 

必
出
於
七
十
子
之
徒
」
と
あ
る
。
井
上
金
峨
 
（
享
保
十
七
二
七
三
二
～
天
 
 

明
四
・
一
七
八
四
）
 
は
、
折
衷
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
。
『
孝
経
集
説
』
 
は
、
挙
 
 

証
本
と
し
て
著
名
。
 
 

（
4
）
 
「
凡
軽
は
、
周
易
、
尚
酋
、
周
礼
、
儀
礼
、
礼
記
、
毛
話
、
春
秋
左
氏
伝
 
 

を
ば
、
各
一
握
と
せ
よ
。
孝
縫
、
論
語
は
、
学
者
兼
ね
て
習
へ
」
学
令
第
 
 

十
一
・
五
、
「
…
孝
軽
に
は
孔
安
国
、
鄭
玄
が
注
」
同
六
。
井
上
光
貞
他
編
『
日
 
 

本
思
想
体
系
 
三
 
律
令
慧
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
）
、
二
六
三
ペ
ー
ジ
。
 
 

（
5
）
 
（
純
）
既
以
数
本
校
懲
、
且
傍
及
他
酋
所
引
、
若
釈
氏
所
称
述
、
筍
有
足
徴
 
 

者
莫
不
参
考
。
十
更
葛
袈
、
乃
成
定
本
序
文
。
 
 

（
6
）
 
『
聖
学
問
答
』
、
『
経
済
繚
k
 
は
、
頼
惟
勤
綱
『
日
本
思
想
体
系
 
三
七
 
孤
 
 

彿
学
派
』
（
岩
波
書
店
、
山
九
七
二
）
を
使
用
し
た
。
 
 

（
7
）
枚
挙
に
過
が
無
い
が
、
た
と
え
ば
『
経
済
鐸
』
 
の
「
孔
子
之
道
者
、
先
王
之
 
 

道
也
。
先
王
之
道
ハ
、
天
下
ヲ
治
ル
道
也
。
」
「
凡
天
下
国
家
ヲ
治
ル
経
済
卜
 
 

云
。
世
ヲ
軽
シ
テ
民
ヲ
済
フ
ト
云
鶉
也
」
な
ど
。
 
 

（
8
）
 
前
掲
沓
（
6
）
、
一
七
頁
。
 
 

（
且
 
「
第
十
一
父
母
生
横
車
」
 
の
全
文
は
、
「
子
日
父
子
之
道
天
性
也
。
君
臣
之
 
 

誼
也
。
錦
母
l
封
a
渕
莫
大
薦
、
君
親
臨
之
博
美
重
責
」
で
あ
る
。
下
線
部
 
 

「
父
母
生
之
緒
」
の
「
繚
」
は
、
今
文
孝
経
で
は
「
続
」
が
使
わ
れ
る
。
 
 

（
1
0
）
中
江
藤
樹
（
慶
長
十
三
二
六
〇
八
～
慶
安
∵
一
六
四
八
）
 
の
『
孝
軽
啓
蒙
』
 
 

は
、
初
稿
本
は
今
文
、
定
稿
本
は
古
文
が
用
い
ら
れ
た
。
『
藤
樹
先
生
全
集
 
 

第
一
冊
崇
岩
波
酋
店
、
一
九
四
〇
）
所
収
を
使
用
。
 
 

（
1
1
）
 
「
愛
す
」
は
、
本
来
、
「
相
手
を
好
い
て
強
く
執
着
し
、
心
に
か
か
っ
て
離
れ
 
 

な
い
気
持
」
と
い
う
意
味
で
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
博
文
の
訓
読
に
は
 
 

用
い
ら
れ
た
が
、
日
本
語
の
こ
な
れ
た
表
現
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
 
 

（
週
小
鼻
康
敬
『
増
補
版
狙
辣
学
と
反
祖
彿
』
 
（
ペ
り
か
ん
杜
、
一
九
九
五
）
 
に
 
 

指
摘
が
あ
る
。
 
 

（
1
3
）
 
前
掲
書
 
（
6
）
、
一
〇
頁
～
∴
五
員
。
 
 

（
1
4
）
拙
稿
「
教
訓
科
往
来
物
に
お
け
る
民
衆
思
想
」
 
（
『
目
白
大
学
人
文
学
部
紀
要
 
 

第
九
号
』
、
二
〇
〇
三
）
、
同
教
訓
科
往
来
物
に
お
け
る
忠
孝
の
道
徳
」
 
（
『
目
 
 

白
大
学
人
文
学
部
紀
要
第
十
号
』
、
二
〇
〇
四
「
 
な
ど
。
 
 

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
 
 

（
基
盤
研
究
C
‥
課
題
番
号
N
O
∽
N
書
謡
一
九
世
紀
前
中
期
の
江
戸
・
 
 

東
京
に
お
け
る
家
族
の
実
態
と
道
徳
思
想
）
 
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
 
 

で
あ
る
。
 
 

（
は
や
か
わ
・
ま
さ
こ
 
目
白
大
学
社
会
学
部
）
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